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平成22年度入学試験概要

❶ 入学試験の種類および入学定員

選　抜　の　区　分
一　般　入　試 特　　別　　入　　試

前期 後期 ゼミナール入試
（AO入試） 推薦入試Ⅰ 推薦入試Ⅱ 帰国子女

（農学部）
帰国子女

（工学部）
社会人

（農学部）
私費外国人

留学生

出　願　期　間 1月25日～ 2月3日 10月22日～
10月28日

11月2日～
11月6日

1月15日～
1月21日

1月15日～
1月21日

11月2日～
11月6日

1月15日～
1月21日

1月25日～
2月3日

選　抜　期　日 2月25日 3月12日 10月17日・
11月28日 11月24日 2月25日・

26日 11月24日 2月25日・
26日

2月25日・
26日

学
部 学　科　名 入学定員 募　集　人　員

農　
　

学　
　

部

生 物 生 産 学 科 57人 38人 13人
募集
しない

募集
しない

6人 ※ ※ ※

応 用 生 物 科 学 科 71人 47人 16人 8人 ※ ※ ※

環 境 資 源 科 学 科 61人 40人 12人 3人 6人 ※ ※ ※

地域生態システム学科 76人 50人 18人
募集
しない

8人 ※ ※ ※

獣 医 学 科 35人 25人 6人 4人 ※ 募集
しない ※

学 部 計 300人 200人 65人 3人 32人

工　
　

学　
　

部

生 命 工 学 科 77人 48人 24人

募集
しない

募集
しない 5人 ※

募集
しない

※

応 用 分 子 化 学 科 46人 28人 14人 募集
しない 4人 ※ ※

有 機 材 料 化 学 科 41人 24人 12人 3人 2人 ※ ※

化学システム工学科 35人 20人 10人 3人 2人 ※ ※

機械システム工学科 116人 80人 31人 募集
しない 5人 ※ ※

物理システム工学科 56人 36人 13人 2人 5人 ※ ※

電 気 電 子 工 学 科 88人 54人 24人 募集
しない 10人 ※ ※

情 報 工 学 科 62人 40人 16人 募集
しない 6人 ※ ※

学 部 計 521人 330人 144人 8人 39人

合　　計 821人 530人 209人 3人 8人 71人

備考　① ※印の募集人員は若干名です。
　　　② 前期日程の募集人員には、帰国子女、社会人および私費外国人留学生入試の若干名を含みます。
　　　③ 推薦入試Ⅰ・Ⅱの合格者が、募集人員に満たなかった場合は、その欠員分は前期日程の募集人員に加えます。
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平成22年度入学試験概要

❷ 試験科目・配点・時間等
　 （一般入試）

学部
大　学　入　試　セ　ン　タ　ー　試　験

教　　科 科　　　目 配　　点

農　
　

学　
　

部

全学科5教科7科目

国　　　語 国語 200

地理歴史と公民 世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現社、倫、政経から1科目 100

数　　　学 数Ⅰ・数Aと「数Ⅱ・数B、工、簿、情報から1科目」計2科目 200

理　　　科 物理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰ、地学Ⅰから2科目 200

外　国　語 英（リスニングを含む。）、独、仏、中、韓から1科目 200

工　
　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　
　

部

全学科5教科7科目

国　　　語 国語 200

地理歴史と公民 世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現社、倫、政経から1科目 100

数　　　学 数Ⅰ・数Aと「数Ⅱ・数B、工、簿、情報から1科目」計2科目 200

外　国　語 英（リスニングを含む。）、独、仏、中、韓から1科目 200

理　　　科

200

注）「外国語」において「英語」を選択した場合は、筆記試験を160点、リスニングテストを40点とします。

学　　科 科　　目

生 命 工 学 科 物理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰから2科目

応 用 分 子 化 学 科

物理Ⅰ、化学Ⅰの2科目有 機 材 料 化 学 科

化学システム工学科

機械システム工学科

物理Ⅰと「化学Ⅰ、生物Ⅰから1科目」計2科目
物理システム工学科

電 気 電 子 工 学 科

情 報 工 学 科
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日程
個　別　学　力　検　査

総　合　計　点
教　　科 科　　　目 時間 配点

前
期
日
程

数　　　　学 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B、数学C 120分 200

1,500理　　　　科 物理、化学、生物から1科目 120分 200

外　  国　  語
（英語）

英語Ⅰ、英語Ⅱ、リーディング、ライティング、
オーラル・コミュニケーションⅠ・Ⅱ 60分 200

後
期
日
程

外　  国　  語
（英語）

英語　英語Ⅰ、英語Ⅱ、リーディング、ライティング、
　　　オーラル・コミュニケーションⅠ・Ⅱ 100分 400 1,300

前　
　

期　
　

日　
　

程

数　　　　学 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B、数学C 120分 400

1,900

理　　　　科
または

情　　　　報
120分 400

外　  国  　語
（英語）

英語Ⅰ、英語Ⅱ、リーディング、ライティング、
オーラル・コミュニケーションⅠ・Ⅱ 60分 200

後　
　

期　
　

日　
　

程

外　  国　  語
（英語）

英語Ⅰ、英語Ⅱ、リーディング、ライティング、
オーラル・コミュニケーションⅠ・Ⅱ 100分 400

1,900

物理・数学
または

化学・数学

物理・数学
化学・数学 150分 600

学　　科 科　　　目
生 命 工 学 科 物理、化学、生物から1科目
応 用 分 子 化 学 科

物理、化学から1科目有 機 材 料 化 学 科
化学システム工学科
機械システム工学科

物理を指定物理システム工学科
電 気 電 子 工 学 科
情 報 工 学 科 理科（物理）または情報から1教科

学　　科 科　　　目
生 命 工 学 科

物理・数学、化学・数学から1科目
応 用 分 子 化 学 科
有 機 材 料 化 学 科
化学システム工学科
機械システム工学科

物理・数学を指定
物理システム工学科
電 気 電 子 工 学 科
情 報 工 学 科
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（特別入試）
■ ゼミナール入試

学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

農　
　

学　
　

部

環 境 資 源 科 学 科

（1）次のいずれかに該当する者
　① 高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）または中等教育学校を平成20年4月以降に卒業した

者および平成22年3月卒業見込みの者
　② 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程または相当する課程を有するものとして認定また

は指定した在外教育施設の当該課程を平成20年4月以降に修了した者および平成22年3月まで
に修了見込みの者

（2）学習成績が優秀な者
（3）本学環境資源科学科における勉学を強く志望し、第一志望とする者
（4）最終合格した場合は、必ず入学することを確約できる者
（5）第二次選考合格者は、本学が平成22年度大学入試センター試験において指定する3教科5科目を

必ず受験すること

■ 推薦入試Ⅰ
学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

工　
　

学　
　

部

有 機 材 料 化 学 科
化 学 シ ス テ ム 工 学 科
物 理 シ ス テ ム 工 学 科

（1）次のいずれかに該当し、学校長より推薦された者
　① 高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）または中等教育学校を平成22年3月卒業見込みの者
　② 学校教育法施行規則第93条第3項等の規定により､ 平成21年度の学年の途中または学期の区分

に従い高等学校または中等教育学校の卒業を認められた者
　③ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程または相当する課程を有するものとして認定また

は指定した在外教育施設の当該課程を平成22年3月修了見込みの者
（2）学習成績が優秀な者
（3）志望学科に関連する分野における学習に強い意欲を有する者
（4）合格した場合には､ 必ず入学することを確約できる者

■ 推薦入試Ⅱ
学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

農　
　

学　
　

部

生 物 生 産 学 科
応 用 生 物 科 学 科
環 境 資 源 科 学 科
地域生態システム学科
獣 医 学 科

（1）次のいずれかに該当し､ 学校長より推薦された者
　① 高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）または中等教育学校を平成年22年3月卒業見込みの

者
　② 学校教育法施行規則第93条第3項等の規定により､ 平成21年度の学年の途中または学期の区分

に従い高等学校または中等教育学校の卒業を認められた者
　③ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程または相当する課程を有するものとして認定また

は指定した在外教育施設の当該課程を平成22年3月修了見込みの者
（2）学業 ･人物ともに優れ､ 志望学科に関連する分野における学習に強い意欲を有する者
（3）平成22年度大学入試センター試験で、当該学部が指定する教科 ･科目を受験する者
（4）合格した場合には､ 必ず入学することを確約できる者

工　
　

学　
　

部

生 命 工 学 科
応 用 分 子 化 学 科
有 機 材 料 化 学 科
化 学 シ ス テ ム 工 学 科
機 械 シ ス テ ム 工 学 科
物 理 シ ス テ ム 工 学 科
電 気 電 子 工 学 科
情 報 工 学 科

（1）次のいずれかに該当し､ 学校長より推薦された者
　① 高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）または中等教育学校を平成21年3月から平成22年3

月までに卒業または卒業見込みの者
　② 学校教育法施行規則第93条第3項等の規定により､ 平成20年度または平成21年度の学年の途中

または学期の区分に従い高等学校または中等教育学校の卒業を認められた者
　③ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程または相当する課程を有するものとして認定また

は指定した在外教育施設の当該課程を平成21年3月に修了した者または平成22年3月修了見込
みの者

（2）学業・人物ともに優れ､ 志望学科に関連する分野における学習に強い意欲を有する者
（3）平成22年度大学入試センター試験で、当該学部・学科が指定する教科・科目を受験する者
（4）合格した場合には､ 必ず入学することを確約できる者
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選　　抜　　方　　法

大学入試センター試験、個別学力検査を免除し、書類選考および最終選考を行います。

●書類選考
　　推薦書、志望理由書および調査書を総合して行います。
●最終選考
　　書類選考に合格した者に対して小論文と面接を行います。

選　　抜　　方　　法
●大学入試センター試験の成績、推薦書、志望理由書および調査書を総合して行います。
　全学科5教科7科目

学　科　名 大学入試センター試験で受験を課する教科・科目名 配　　　点

全 学 科

国 語 国語 100

合計700

地理歴史と公民 世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現社、倫、政経から1科目 100

数 学 数Ⅰ・数Aの1科目
数Ⅱ・数B、工、簿、情報から1科目 計2科目 200

理 科 物理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰ、地学Ⅰから2科目 200
外 国 語 英（リスニングを含む。）、独、仏、中、韓から1科目 100

●大学入試センター試験の成績、推薦書、志望理由書および調査書を総合して行います。
　全学科5教科7科目

学　科　名 大学入試センター試験で受験を課する教科・科目名 配　　　点

全 学 科

国 語 国語 200

合計900

地理歴史と公民 世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現社、倫、政経から1科目 100

数 学 数Ⅰ・数Aの1科目
数Ⅱ・数B、工、簿、情報から1科目 計2科目 200

生 命 工 学 科

理 科

物理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰから2科目

200

応用分子化学科
有機材料化学科
化学システム工学科

物理Ⅰ、化学Ⅰの2科目

機械システム工学科
物理システム工学科
電気電子工学科
情 報 工 学 科

物理Ⅰの1科目
化学Ⅰ、生物Ⅰから1科目 計2科目

全 学 科 外 国 語 英（リスニングを含む。）、独、仏、中、韓から1科目 200

選　　抜　　方　　法
第一次選考においては、出願書類の内容および第1回ゼミナール課題レポートに基づいて、総合的に評価します。
第二次選考においては、第2回ゼミナール課題レポートおよび面接により、総合的に評価します。
最終選考においては、大学入試センター試験で本学科が受験を課する教科・科目の得点合計が環境資源科学科が定める合格基準点（390
点）以上であった者を最終合格者とします。
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■ 帰国子女入試

学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等
農
学
部

全 学 科

日本国籍を有する者または日本国の永住許可を得ている者で、保護者の海外勤務等の事情により海外

に在住し、外国の学校教育を受けた者（保護者が先に帰国した場合は、その後の滞在が1年未満）で

出願資格を満たす者が対象となります。

出願資格等の詳細は、特別入試学生募集要項で確認してください。

工
学
部

■ 社会人入試

学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

農　
　

学　
　

部

生 物 生 産 学 科
応 用 生 物 科 学 科
環 境 資 源 科 学 科
地域生態システム学科

平成22年3月31日までに満23歳に達し、社会人としての経験を通算5年以上（満5年を含む。）有する
者で、次の出願資格のいずれかを満たす者が対象となります。
① 高等学校または中等教育学校を卒業した者または平成22年3月卒業見込みの者
② 通常の課程による12年の学校教育を修了した者
③ 学校教育法施行規則第150条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認
められる者

出願資格等の詳細は､ 特別入試学生募集要項で確認してください。

■ 私費外国人留学生入試

学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

農　

学　

部

全 学 科

次のすべてに該当する者を対象にしています。

① 日本国籍を有しない者（日本国永住許可を得ている者は除く。）

② 大学入学に支障のない在留資格を有する者で、外国において学校教育における12年の課程を修

了もしくは修了見込みの者またはこれに準ずる者で文部科学大臣が指定したものなど

③ 平成21年度日本留学試験を受験した者

④ 英語検定試験

　 農学部：次の英語検定試験のいずれかの基準を満たしている者

　 　　　　TOEFL　470点以上（Paper-Based）、150点以上（Computer-Based）、

　 　　　　         　 52点以上（Internet-Based）

　 　　　　TOEIC　500点以上

　 工学部：TOEFLまたはTOEICを受験した者

出願資格等の詳細は、特別入試学生募集要項で確認してください。

工　

学　

部

全 学 科
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選　抜　方　法

大学入試センター試験を免除し、学力試験、面接、成績証明書等を総合して行います。

大学入試センター試験を免除し、小論文、面接、志望理由書、成績証明書等を総合して行います。
面接においては、口述による簡単な基礎学力テストを行います。なお、生命工学科、電気電子工学科、情報工学科は小論文試験を行いま
せん。

選　抜　方　法

大学入試センター試験を免除し、学力試験、面接、志望理由書、調査書等を総合して行います。

選　抜　方　法

大学入試センター試験を免除し、本学が実施する学力検査、面接試験の成績および日本留学試験の成績、成績証明書等を総合して行いま
す。
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平成22年度入学試験結果

学部 学　　　　科
入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 志願倍率

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

農　
　
　
　

学　
　
　
　

部

生 物 生 産 学 科 57 57 57 385 340 335 289 261 250 66 67 62 60 65 58 6.8 6.0 5.9 

応用生物科学科 71 71 71 501 430 494 384 332 363 95 96 88 80 84 79 7.1 6.1 7.0 

環境資源科学科 61 61 61 343 321 341 260 224 248 79 76 68 74 69 67 5.6 5.3 5.6 

地域生態システム学科 76 76 76 446 481 381 336 374 272 101 98 85 93 84 81 5.9 6.3 5.0 

獣 医 学 科 35 35 35 487 382 361 423 326 298 39 39 38 39 39 37 13.9 10.9 10.3 

学 部 計 300 300 300 2,162 1,954 1,912 1,692 1,517 1,431 380 376 341 346 341 322 7.2 6.5 6.4 

工　
　
　
　

学　
　
　
　

部

生 命 工 学 科 77 77 77 606 622 622 457 478 477 93 91 92 80 82 81 7.9 8.1 8.1 

応用分子化学科 46 46 46 237 242 270 177 170 209 58 55 55 51 49 46 5.2 5.3 5.9 

有機材料化学科 41 41 41 250 229 243 178 179 179 49 48 53 44 43 44 6.1 5.6 5.9 

化学システム工学科 35 35 35 167 203 177 134 141 126 40 43 39 36 41 35 4.8 5.8 5.1 

機械システム工学科 116 116 116 679 600 507 490 449 367 134 135 132 117 120 119 5.9 5.2 4.4 

物理システム工学科 56 56 56 225 188 214 169 135 154 70 70 65 63 63 56 4.0 3.4 3.8 

電気電子工学科 88 88 88 319 312 239 228 235 178 99 100 103 88 93 95 3.6 3.5 2.7 

情 報 工 学 科 62 62 62 317 223 241 229 159 155 72 72 71 66 70 66 5.1 3.6 3.9 

学 部 計 521 521 521 2,800 2,619 2,513 2,062 1,946 1,845 615 614 610 545 561 542 5.4 5.0 4.8 

合　　計 821 821 821 4,962 4,573 4,425 3,754 3,463 3,276 995 990 951 891 902 864 6.0 5.6 5.4 

志願者数
入学定員

❶ 志願者数・受験者数・合格者数・入学者数等（学部・学科別）（20･21･22年度）
（総　表）	 私費外国人留学生は除きます。
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学部 学　　　　科
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

農　
　
　
　

学　
　
　
　

部

生 物 生 産 学 科
前 期 38 38 38 169 153 157 160 140 144 45 45 38 42 45 38
後 期 16 16 13 180 150 134 93 84 62 16 17 15 13 15 11
合 計 54 54 51 349 303 291 253 224 206 61 62 53 55 60 49

応 用生物科学科
前 期 47 47 47 229 187 200 208 174 181 59 63 53 50 57 49
後 期 20 20 16 211 189 223 115 104 111 27 29 25 21 23 20
合 計 67 67 63 440 376 423 323 278 292 86 92 78 71 80 69

環 境資源科学科
前 期 41 41 40 152 137 153 138 126 136 48 50 44 45 48 43
後 期 17 17 12 137 160 132 68 74 56 19 20 12 17 15 12
合 計 58 58 52 289 297 285 206 200 192 67 70 56 62 63 55

地域生態システム学科
前 期 50 50 50 201 217 155 180 204 136 69 59 55 64 51 53
後 期 22 22 18 183 203 164 94 109 74 22 30 19 19 25 17
合 計 72 72 68 384 420 319 274 313 210 91 89 74 83 76 70

獣 医 学 科
前 期 25 25 25 251 197 169 234 177 152 25 27 27 25 27 26
後 期 8 8 6 182 134 139 135 98 94 8 8 6 8 8 6
合 計 33 33 31 433 331 308 369 275 246 33 35 33 33 35 32

学　　 部　　 計
前 期 201 201 200 1002 891 834 920 821 749 246 244 217 226 228 209
後 期 83 83 65 893 836 792 505 469 397 92 104 77 78 86 66
合 計 284 284 265 1,895 1,727 1,626 1,425 1,290 1,146 338 348 294 304 314 275

工　
　
　
　

学　
　
　
　

部

生 命 工 学 科
前 期 48 48 48 292 293 289 276 276 271 56 59 54 49 53 48
後 期 24 24 24 274 281 283 141 154 156 31 24 30 25 22 26
合 計 72 72 72 566 574 572 417 430 427 87 83 84 74 75 74

応 用分子化学科
前 期 28 28 28 101 111 136 89 102 129 33 39 32 29 37 29
後 期 12 12 14 114 122 119 66 59 65 18 12 18 15 8 14
合 計 40 40 42 215 233 255 155 161 194 51 51 50 44 45 43

有 機材料化学科
前 期 25 25 24 85 108 99 78 102 93 28 31 26 26 30 22
後 期 10 10 12 146 105 121 81 61 63 11 10 19 8 6 14
合 計 35 35 36 231 213 220 159 163 156 39 41 45 34 36 36

化学ｼ ｽ ﾃ ﾑ工学科
前 期 20 20 20 73 64 65 70 59 60 23 25 22 21 25 20
後 期 10 10 10 71 116 91 41 59 45 11 12 11 9 11 9
合 計 30 30 30 144 180 156 111 118 105 34 37 33 30 36 29

機 械 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 工 学 科
前 期 80 80 80 283 264 226 267 247 215 80 80 83 75 72 80
後 期 31 31 31 358 285 259 185 152 130 45 44 43 34 37 33
合 計 111 111 111 641 549 485 452 399 345 125 124 126 109 109 113

物理ｼ ｽ ﾃ ﾑ工学科
前 期 36 36 36 116 85 92 108 80 88 46 46 43 40 41 37
後 期 13 13 13 99 83 113 51 35 57 18 14 18 17 13 15
合 計 49 49 49 215 168 205 159 115 145 64 60 61 57 54 52

電 気電子工学科
前 期 54 54 54 161 167 108 143 155 92 61 59 60 58 56 54
後 期 24 24 24 138 116 103 65 51 58 25 26 29 18 22 27
合 計 78 78 78 299 283 211 208 206 150 86 85 89 76 78 81

情 報 工 学 科
前 期 40 40 40 146 110 95 131 97 77 42 43 40 40 41 39
後 期 16 16 16 140 90 118 67 39 50 16 16 16 13 16 12
合 計 56 56 56 286 200 213 198 136 127 58 59 56 53 57 51

学　　 部　　 計
前 期 331 331 330 1,257 1,202 1,110 1,162 1,118 1,025 369 382 360 338 355 329
後 期 140 140 144 1,340 1,198 1,207 697 610 624 175 158 184 139 135 150
合 計 471 471 474 2,597 2,400 2,317 1,859 1,728 1,649 544 540 544 477 490 479

（一般入試）
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平成22年度入学試験結果

（特別入試）

選抜区分 学部 学　　　　　科
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22
ゼミナール 農学部 環 境 資 源 科 学 科 3 34 34 6 6

推
薦
入
試
Ⅰ

工 

学 

部

有 機 材 料 化 学 科 5 5 3 8 6 7 8 6 7 5 4 5 5 4 5
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 3 3 3 8 7 7 8 7 7 3 2 3 3 2 3
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 2 2 2 3 6 2 3 6 2 2 2 2 2 2 2
学 部 計 10 10 8 19 19 16 19 19 16 10 8 10 10 8 10

推　

薦　

入　

試　

Ⅱ

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 3 3 6 34 36 40 34 36 40 5 5 7 5 5 7
応 用 生 物 科 学 科 4 4 8 60 52 69 60 52 69 9 4 10 9 4 10
環 境 資 源 科 学 科 3 3 6 53 23 21 53 23 21 11 6 6 11 6 6
地 域 生 態 システム学科 4 4 8 62 58 60 62 58 60 10 7 11 10 7 11
獣 医 学 科 2 2 4 52 49 49 52 49 49 5 4 5 5 4 5
学 部 計 16 16 32 261 218 239 261 218 239 40 26 39 40 26 39

工　

学　

部

生 命 工 学 科 5 5 5 37 44 41 37 44 41 5 6 5 5 6 5
応 用 分 子 化 学 科 6 6 4 21 9 13 21 9 13 7 4 3 7 4 3
有 機 材 料 化 学 科 1 1 2 11 10 16 11 10 16 5 3 3 5 3 3
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 2 2 2 13 13 14 13 13 14 2 3 3 2 3 3
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 5 5 5 35 49 21 35 49 21 8 10 6 8 10 6
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 5 5 5 7 12 7 7 12 7 4 6 2 4 6 2
電 気 電 子 工 学 科 10 10 10 19 28 25 19 28 25 12 14 13 12 14 13
情 報 工 学 科 6 6 6 28 19 24 28 19 24 11 11 12 11 11 12
学 部 計 40 40 39 171 184 161 171 184 161 54 57 47 54 57 47

帰　

国　

子　

女

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科

各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2
応 用 生 物 科 学 科 1 0 2 1 0 2 0 0 0 0 0 0
環 境 資 源 科 学 科 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0
地 域 生 態 システム学科 0 2 1 0 2 1 0 1 0 0 0 0
獣 医 学 科 2 2 4 2 2 3 1 0 0 1 0 0
学 部 計 3 4 10 3 4 9 1 1 2 1 0 2

工　

学　

部

生 命 工 学 科

各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

3 4 9 3 4 9 1 2 3 1 1 2
応 用 分 子 化 学 科 1 0 2 1 0 2 0 0 2 0 0 0
有 機 材 料 化 学 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 2 3 0 2 3 0 1 1 0 1 0 0
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 3 2 1 3 1 1 1 1 0 0 1 0
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 1 0
電 気 電 子 工 学 科 1 1 3 1 1 3 1 1 1 0 1 1
情 報 工 学 科 3 4 4 3 4 4 3 2 3 2 2 3
学 部 計 13 16 19 13 15 19 7 9 9 4 6 6

社　

会　

人

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科
各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

2 1 2 2 1 2 0 0 0 0 0 0
応 用 生 物 科 学 科 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
環 境 資 源 科 学 科 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0
地 域 生 態 システム学科 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0
学 部 計 3 5 3 3 5 3 1 1 0 1 1 0

私　

費　

外　

国　

人　

留　

学　

生

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科

各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0
応 用 生 物 科 学 科 1 1 4 1 0 4 0 0 1 0 0 0
環 境 資 源 科 学 科 3 1 1 2 1 1 0 0 0 0 0 0
地 域 生 態 システム学科 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1
獣 医 学 科 0 1 2 0 1 2 0 0 0 0 0 0
学 部 計 4 4 8 3 3 8 0 1 2 0 1 1

工　

学　

部

生 命 工 学 科

各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

5 8 7 5 7 6 0 2 0 0 2 0
応 用 分 子 化 学 科 2 3 1 1 3 1 1 1 0 1 1 0
有 機 材 料 化 学 科 3 1 1 3 1 1 0 0 1 0 0 1
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 6 5 4 5 5 3 2 0 1 2 0 1
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 5 8 7 5 8 7 2 3 1 1 3 1
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1
電 気 電 子 工 学 科 7 8 1 6 6 1 1 1 1 1 0 1
情 報 工 学 科 5 12 5 5 11 5 2 0 0 2 0 0
学 部 計 33 45 27 30 41 25 8 7 5 7 6 5
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❷ 合格最高・最低・平均点（科目別・第1志望合格者）
（一般入試・学科別合格最低点）

日程 学部 学　　　科
数　　学 理　　科 英　　語

最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均

前　
　

期　
　

日　
　

程

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 180 70 118.4 183.3 116 145.6 172 72 133.5
応 用 生 物 科 学 科 175 50 116.6 185.3 103.1 146.0 184 98 142.1
環 境 資 源 科 学 科 180 60 111.9 189.1 108 144.9 176 76 132.1
地 域 生 態 シ ス テ ム 学 科 185 20 101.2 188.3 104.1 144.0 172 104 133.6
獣 医 学 科 185 68 135.8 184.8 135 163.6 176 116 152.9
学 部 計 185 20 114.5 189.1 103.1 147.4 184 72 137.8

工　

学　

部

生 命 工 学 科 360 140 257.8 367.2 230 301.2 162 62 121.9
応 用 分 子 化 学 科 346 150 249.3 356.3 168.9 288.8 154 76 117.9
有 機 材 料 化 学 科 390 160 243.3 380.3 227.6 297.6 150 88 120.7
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 336 180 247.0 353.4 213.3 288.6 152 56 119.2
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 390 100 228.7 348.6 190.1 280.4 172 60 115.5
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 346 150 239.4 382.6 235.6 300.5 156 30 108.8
電 気 電 子 工 学 科 370 120 226.2 370.9 178.5 278.0 164 50 109.0
情 報 工 学 科 326 160 225.0 396 136.5 264.4 156 44 113.1
学 部 計 390 100 237.8 396 136.5 286.5 172 30 115.3

日程 学部 学　　　科
英　　語 物理数学・化学数学

最高 最低 平均 最高 最低 平均

後　
　

期　
　

日　
　

程

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 368 292 336.4
応 用 生 物 科 学 科 372 300 337.0
環 境 資 源 科 学 科 362 258 327.7
地 域 生 態 シ ス テ ム 学 科 378 270 334.4
獣 医 学 科 398 314 352.3
学 部 計 398 258 336.0

工　

学　

部

生 命 工 学 科 374 246 315.3 566 344 430.4
応 用 分 子 化 学 科 364 270 311.2 544 358 446.1
有 機 材 料 化 学 科 352 212 297.1 520 344 427.8
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 368 214 297.3 464 358 418.8
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 390 228 299.3 524.8 286.7 383.4
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 344 244 292.5 445.9 307.3 388.4
電 気 電 子 工 学 科 364 242 305.5 505 295.8 383.3
情 報 工 学 科 350 226 292.0 481.2 323.9 390.2
学 部 計 390 212 302.6 566 286.7 405.9

（一般入試・個別学力検査）

前期日程試験 後期日程試験

学
部 学　　　科 入学定員 前期日程

募集人員
合格者
最低点

配　　　　点

合計点 大学入試セ
ンター試験

個別学力
検査

農
学
部

生 物 生 産 学 科 57 38 1,014.4

1,500 900 600

応 用 生 物 科 学 科 71 47 1,047.4

環 境 資 源 科 学 科 61 40 1,012.3

地域生態システム学科 76 50 973.4

獣 医 学 科 35 25 1,145.2

工
学
部

生 命 工 学 科 77 48 1,277.4

1,900 900 1,000

応 用 分 子 化 学 科 46 28 1,225.7

有 機 材 料 化 学 科 41 24 1,241.6

化学システム工学科 35 20 1,227.2

機械システム工学科 116 80 1,156.6

物理システム工学科 56 36 1,176.4

電 気 電 子 工 学 科 88 54 1,122.5

情 報 工 学 科 62 40 1,092.1

学
部 学　　　科 入学定員 後期日程

募集人員 合格者最低点
配　　　　点

合計点 大学入試セ
ンター試験

個別学力
検査

農
学
部

生 物 生 産 学 科 57 13 995.2

1,300 900 400

応 用 生 物 科 学 科 71 16 1,036.2

環 境 資 源 科 学 科 61 12 979.2

地域生態システム学科 76 18 1,014.6

獣 医 学 科 35 6 1,088.0

工
学
部

生 命 工 学 科 77 24 1,364.3 

1,900 900 1,000

応 用 分 子 化 学 科 46 14 1,360.8 

有 機 材 料 化 学 科 41 12 1,337.8

化学システム工学科 35 10 1,348.0 

機械システム工学科 116 31 1,266.3 

物理システム工学科 56 13 1,249.5

電 気 電 子 工 学 科 88 24 1,216.1

情 報 工 学 科 62 16 1,246.5 
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（一般入試・大学入試センター試験）	

日程 学部 学　　　科
国語 地歴公民 数学1 数学2 理科 外国語

最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均

前　
　

期　
　

日　
　

程

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 185 89 135.3 94 55 76.7 94 45 67.0 100 53 82.3 96 45 75.7 193.6 133.6 162.3

応 用生物科学科 177 109 139.2 97 60 77.4 90 38 65.6 100 57 83.1 96 55 80.1 198.4 124 163.9

環 境資源科学科 169 86 132.4 88 62 77.9 97 38 66.4 100 61 82.8 100 46 76.1 196 124.8 162.1

地域生態システム学科 174 97 136.5 94 55 77.2 97 44 65.3 98 47 79.6 100 51 79.1 192 120 162.9

獣 医 学 科 184 96 146.3 97 59 84.7 100 51 77.0 100 62 91.9 100 61 85.6 195.2 153.6 177.9

学 部 計 185 86 137.4 97 55 78.3 100 38 67.3 100 47 83.1 100 45 79.0 198.4 120 164.7

工　

学　

部

生 命 工 学 科 169 95 128.3 95 46 75.4 100 46 68.7 100 59 84.3 97 44 76.0 185.6 103.2 155.8

応 用分子化学科 177 82 123.6 88 61 74.4 100 43 66.9 100 45 80.0 100 45 72.2 174.4 123.2 152.1

有 機材料化学科 154 75 128.7 91 61 77.2 83 45 64.2 98 50 77.8 97 38 76.3 187.2 124.8 157.8

化学システム工学科 160 82 127.2 87 61 73.1 98 47 66.2 100 58 80.6 96 39 71.0 179.2 136 154.8

機械システム工学科 165 75 125.2 94 48 74.2 100 34 65.4 100 46 77.1 91 30 70.0 195.2 108 149.1

物理システム工学科 165 91 124.3 90 54 73.3 97 37 65.1 100 42 76.6 96 47 71.0 178.4 91.2 144.8

電 気電子工学科 168 73 125.6 90 51 70.2 94 44 67.1 97 51 78.3 100 42 70.2 185.6 103.2 146.8

情 報 工 学 科 172 91 127.7 91 45 71.1 100 38 69.6 100 45 78.5 96 39 65.8 176 109.6 146.7

学 部 計 177 73 126.2 95 45 73.5 100 34 66.7 100 42 79.0 100 30 71.4 195.2 91.2 150.3

後　
　

期　
　

日　
　

程

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 166 112 143.1 95 59 78.7 97 48 67.9 95 67 78.2 95 42 77.4 190.4 159.2 174.9

応 用生物科学科 176 126 147.0 97 62 83.1 92 53 72.7 100 57 87.8 100 57 83.7 188 165.6 178.9

環 境資源科学科 184 120 144.9 92 62 79.0 88 46 65.6 100 72 84.4 100 55 78.2 200 149.6 174.9

地域生態システム学科 166 127 147.9 97 62 84.4 94 45 70.4 100 56 80.2 97 55 81.5 184 147.2 168.3

獣 医 学 科 183 148 163.0 97 78 86.2 97 70 83.7 100 74 91.7 97 77 86.8 188.8 168 180.0

学 部 計 184 112 147.4 97 59 82.2 97 45 71.0 100 56 83.8 100 42 81.3 200 147.2 175.0

工　

学　

部

生 命 工 学 科 173 101 137.5 90 59 75.1 100 47 73.1 100 71 89.2 100 41 78.8 188.8 147.2 169.2

応 用分子化学科 170 89 135.2 92 68 81.3 94 52 73.2 100 64 86.2 96 42 76.3 190.4 111.2 160.9

有 機材料化学科 164 111 135.9 86 67 77.6 94 48 72.8 100 59 81.1 92 55 77.3 186.4 135.2 167.0

化学システム工学科 154 112 133.4 92 64 79.9 94 50 72.6 100 63 88.5 96 56 78.8 179.2 147.2 167.7

機械システム工学科 179 98 133.2 94 57 76.2 97 47 67.6 100 64 83.3 96 48 72.6 196.8 132 164.9

物理システム工学科 161 88 129.6 89 58 75.3 81 28 64.5 95 59 78.4 89 38 67.0 183.2 132.8 162.6

電 気電子工学科 164 98 134.9 84 48 72.9 93 42 64.4 92 62 79.6 85 42 71.8 188.8 128.8 163.4

情 報 工 学 科 161 74 134.9 85 68 75.0 95 42 68.3 100 70 86.3 96 61 75.3 177.6 122.4 155.5

学 部 計 179 74 134.5 94 48 76.2 100 28 69.3 100 59 84.0 100 38 74.5 196.8 111.2 164.4
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❸ 志願者・合格者の男女比（％）［総表］（私費外国人留学生は除きます。）

●農　学　部 ●工　学　部

❹ 志願者・合格者の現浪比（％）［総表］（私費外国人留学生は除きます。）

●農　学　部 ●工　学　部

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

女男 女男

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

浪人現役

学 部 計
志願者

合格者

情 報 工 学 科
志願者

合格者

電 気 電 子 工 学 科
志願者

合格者

物理システム工学科
志願者

合格者

機械システム工学科
志願者

合格者

化学システム工学科
志願者

合格者

有 機 材 料 化 学 科
志願者

合格者

応 用 分 子 化 学 科
志願者

合格者

生 命 工 学 科
志願者

合格者

浪人現役

学 部 計

獣 医 学 科

地域生態システム学科

環 境 資 源 科 学 科

応 用 生 物 科 学 科

生 物 生 産 学 科

学 部 計

獣 医 学 科

地域生態システム学科

環 境 資 源 科 学 科

応 用 生 物 科 学 科

生 物 生 産 学 科

学 部 計

情 報 工 学 科

電 気 電 子 工 学 科

物理システム工学科

機械システム工学科

化学システム工学科

有 機 材 料 化 学 科

応 用 分 子 化 学 科

生 命 工 学 科

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

55.8%

53.2%

49.8%

51.1%

58.9%

67.6%

53.3%

55.3%

51.2%

54.0%

187人 

33人 

246人 

45人 

201人 

46人 

203人 

47人 

 

 

979人 

184人 

44.2%

46.8%

50.2%

48.9%

41.1%

32.4%

46.7%

44.7%

60.7%

65.8%

48.8%

46.0%

148人 

29人 

248人 

43人 

140人 

22人 

178人 

38人 

219人 

25人 

933人 

157人 

75.8%

77.4%

77.5%

73.9%

72.7%

75.0%

77.4%

72.9%

74.2%

73.7%

75.7%

74.5%

254人 

48人 

383人 

65人 

248人 

51人 

295人 

62人 

268人 

28人 

1,448人 

254人 

65.1%

53.3%

69.6%

65.5%

72.8%

69.8%

76.3%

74.4%

67.1%

63.6%

67.3%

69.2%

66.5%

61.2%

76.8%

81.7%

69.0%

65.7%

405人 

49人 

188人 

36人 

177人 

37人 

135人 

29人 

340人 

84人 

144人 

45人 

159人 

63人 

185人 

58人 

1,733人 

401人 

34.9%

46.7%

34.5%

32.9%

36.4%

32.7%

33.5%

38.8%

34.3%

217人 

43人 

 

19人 

 

167人 

48人 

70人 

 

80人 

40人 

 

209人 

30.4%

27.2%

30.2%

23.7%

25.6%

30.8%

23.2%

18.3%

31.0%

 

82人 

 

66人 

16人 

42人 

10人 

 

20人 

 

56人 

13人 

780人 

 

60.8%

70.7%

72.6%

76.4%

73.7%

73.6%

68.9%

51.3%

92.9%

92.4%

88.3%

89.2%

87.4%

89.3%

79.7%

84.5%

77.0%

81.6%

378人 

65人 

196人 

42人 

179人 

39人 

122人 

20人 

471人 

122人 

189人 

58人 

209人 

92人 

192人 

60人 

1,936人 

498人 

39.2%

48.7%

244人

19人

29.3%

27.4%

23.6%

26.3%

26.4%

31.1%

7.1%

7.6%

11.7%

10.8%

12.6%

10.7%

20.3%

15.5%

23.0%

18.4%

27人

74人

13人

64人

14人

55人

36人

10人

25人

7人

30人

11人

49人

11人

577人

112人

39.3%

34.2%

142人

13人

24.2%

22.6%

22.5%

26.1%

27.3%

25.0%

22.6%

27.1%

25.8%

26.3%

24.3%

25.5%

81人 

14人 

111人 

23人 

93人 

17人 

86人 

23人 

93人 

10人 

464人 

87人 
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北海道

青森県

秋田県

岩手県

宮城県

山形県

福島県

新潟県

栃木県

茨城県

群馬県

埼玉県

千葉県東京都

長野県

山梨県

神奈川県

静岡県

愛知県

岐阜県

富山県

石川県

福井県

滋賀県

奈良県

三重県
和歌山県

京都府

大阪府

兵庫県
鳥取県

岡山県

島根県

広島県
山口県

香川県

徳島県

愛媛県

高知県

福岡県

大分県

宮崎県

佐賀県

熊本県

鹿児島県

長崎県

その他

沖縄県

上段：合格者数
下段：志願者数

❺ 志願者・合格者の都道府県別調べ［総表］
　（私費外国人留学生は除きます。）

31
9

33
11

16
1

11
3

58
10

41
17

49
16

51
9

52
13

30
12

9
3

8
2

41
9

5
1

25
6

18
3

22
5

25
5

12
1

48
12

20
7

54
13

8
1

23
12

40
14

15
3 11

2

18
5

17
4

21
8

9
4

33
6

21
8

20
7

6
2

8
1

13
2

9
1

45
11

89
19

61
14

126
27

511
88

251
36

603
127

118
39

1,673
338

17
4

平成22年度入学試験結果
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平成22年度入試の採点・評価と合否判定等について
❶ 採点・評価のポイントと方法および合否判定について
　（一般入試）

採点・評価のポイントと方法

大学入試センター試験の得点と個別学力検査の得点の総合点で評価します。
調査書は、志望学部・学科における能力・適性等を多角的に見るための参考資料とします。
その他の提出書類は評価として考慮しません。

合否判定について

1）調査書の取扱いについて
　① 調査書について
　　 志望学部・学科における能力・適性等を多角的に見るための参考資料とします。
2）農学部
　① 総合点の高い順から合格とします。
　② 同点者を合格者と不合格者に分けることは行いません。
3）工学部
　① 第1志望者と第2志望者を区別せずに、総合点の高い順に合格とします。ただし、第1志望学科と第2志望学科でともに合

格としうる受験者は、第1志望学科において合格とします。
　② 同点者を合格者と不合格者に分けることは行いません。

（特別入試）
選抜種類 採点・評価のポイントと方法 合否判定について

農　
　

学　
　

部

ゼミナール
入試

出願書類、レポート、面接、大学入試センター試験の
成績により評価します。
志望評価書は参考資料とします。

出願書類、レポート、面接により、環境資源科学科への
適性と学習意欲を量ります。その後、大学入試センター
試験の得点が合格基準点（390点）以上であった者を合
格者とします。

推薦入試Ⅱ
大学入試センター試験の成績、推薦書および志望理由
書により評価します。調査書は、農学部の志望学科に
おける能力・適性等を多角的に見るための参考資料と
します。

推薦書および志望理由書により、農学部における適性お
よび学習意欲を量ります。適性と判断された者について、
大学入試センター試験の得点の高い順から合格者としま
す。

帰国子女 学力試験、面接、成績証明書等により評価します。
学力試験、面接、成績証明書等について段階評価を行い、
学科への適性を勘案しつつ、原則として評価値の高い順
から合格者とします。

社会人 学力試験、面接、志望理由書、調査書等により評価し
ます。

学力試験、面接、志望理由書、調査書等について段階評
価を行い、学科への適性を勘案しつつ、原則として評価
値の高い順から合格者とします。

私費外国人
留学生

学力検査、面接、日本留学試験の成績により評価します。
その他の提出書類は参考資料とします。

学力検査、面接、日本留学試験の総合成績の高い順から
合格者とします。

工　
　

学　
　

部

推薦入試Ⅰ

推薦書および志望理由書による書類選考を行い､書類選
考を合格した者に対して小論文および面接による最終
選考により評価します。調査書は、工学部の志望学科
における能力・適性等を多角的に見るための参考資料
とします。

推薦書および志望理由書により、工学部における適性お
よび学習意欲を量ります。小論文および面接は点数化し、
その得点の高い順から合格者とします。

推薦入試Ⅱ
大学入試センター試験の成績、推薦書および志望理由
書により評価します。調査書は、工学部の志望学科に
おける能力・適性等を多角的に見るための参考資料と
します。

推薦書および志望理由書により、工学部における適性お
よび学習意欲を量ります。適性と判断された者について、
大学入試センター試験の得点の高い順から合格者としま
す。

帰国子女
小論文、面接および志望理由書により評価します。なお、
生命工学科、電気電子工学科、情報工学科は小論文試
験を行いません。面接においては、簡単な基礎学力テ
ストを行います。

志望理由書により、工学部における学習意欲を量ります。
小論文および面接は点数化し、その得点の高い順から合
格者とします。

私費外国人
留学生

学力検査、面接、日本留学試験の成績により評価します。
成績証明書は、工学部の志望学科における能力・適性
等を見るための参考資料とします。

学力検査、面接、日本留学試験の総合成績の高い順から
合格者とします。
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平成22年度入試の採点評価と合否判定等について

❷ 各科目の評価方法・評価ポイント
　各科目の評価ポイントの1、2等は問題の設問番号に対応し
ています。

（一般入試）
［前期日程］

数　　　学
評価方法
　高校で学習した数学の基本的な内容について出題し、問題を
正しく理解できているか、答えを導く過程を論理的に正しく記
述できているかどうかを評価しました。基準となるのは次の3
点です。
（1） 基本的な考え方を理解し、計算が正しくできるか。
（2） 基本的な考え方を新しい状況に応用することができるか。
（3） 答えに至る過程を論理的に正しくかつ簡潔に記述できる

か。
　最後の項目は大切で、答えのみでよい場合を除いて、答えが
正しくてもそれに至る説明のないものは減点の対象としまし
た。解答例は一つの例です。答えに至る道筋は他にもあります。
評価ポイント
1 空間図形の認識が十分か。頂点の座標が分かっている三角
形の面積や三角錐の体積を求めることができるか。無理数
を含む計算が正しくできるか。

2 2次行列の積や逆行列の計算ができるか。行列のn乗の各成
分に（－2）ｎという項が現れる。成分同士の大小の判断が
できるか。無限級数の和の計算ができるか。

3 時刻 t で表された関数の速度、速さの定義が理解できてい
るか。三角関数の微分計算と極値および最大・最小を求め
ることができるか。三角関数の定積分で、置換積分ができ
るか。

4 絶対値を使った関数を、具体的に場合分けをして表すこと
ができるか。そのとき二つの曲線で囲まれた図形ができる。
曲線を表す関数は指数関数で与えられる。どちらが上にく
るか。図形が存在するxの範囲が理解できているか。指数
関数の定積分ができるか。その際指数関数と対数関数の関
係を理解できているか。

受験生へのメッセージ
　問題1について。球面という空間図形の中で最も単純なもの
でも、それを捕らえるのは難しいです。上から見たり横から見
たりして、それを描く手間を惜しんではいけません。
　問題2について。2次行列のn乗の各成分を記述するのは難し
いのですが、とても大事です。それをうまく計算できる場合が
あります。それが本問の場合です。
　問題3について。速度と速さを理解していない人もおりまし
たが、大切な考え方です。これを機会に理解しましょう。三角
関数の積分は少し複雑になると極端に難しくなります。うまく
置換すると簡単な積分になる場合があり、覚えておくと便利で
す。
　問題4について。与えられた関数が見たこともない表し方で
驚いたかもしれません。でも絶対値の定義から場合分けしてい
くと、自然とほぐれるように関数の形が現れます。どこで定義
されているか、どちらの関数が上か。自然な疑問を解決してい
くと、答えが現れます。小問で誘導していないので、受験生の
自由な構想と数学の力を試す問題です。
　数学の基礎は計算にあります。何度も同じような計算を繰り
返して初めて体が覚えてくれます。すると基本的な数学の考え
方もすっと頭に入ってきます。分からなくなったら、何度も教
科書を読みましょう。教科書には、簡潔で美しい文章もあります。

物　　　理
評価方法
　力と運動、波、電気と磁気、熱とエネルギーという物理の主
要分野から1題ずつ出題しました。基本的な概念を正しく理解
しているか、その概念を論理的に展開することができるか、式
や図として的確に表現できるかを評価しました。また、記述式
の問題では明瞭かつ簡潔な文章を作成する力も評価の対象とな
ります。
評価ポイント
1 摩擦のある床面上を運動する物体とその物体の上を摩擦な

く運動する小球の2つの物体が互いに影響しあいながら運
動を変化させる問題です。動摩擦力が垂直効力に比例する
ことを正確に理解しているか、一見複雑にみえる現象を整
理し物体の運動の基礎的な特徴を正確に把えているか、ま
た、図及び式に的確に表現できるかを評価しました。

2 観測者が音源の進行方向からずれた位置にいる場合のドッ
プラー効果の問題です。波動の持つ基本的特性を理解して
いるか、ドップラー効果の公式の暗記ではなくその原理を
正しく理解しているかを問いました。ドップラー現象が生
じる理由、現象を表す数式の正確な展開力、数式から描か
れる現象を的確に伝える論理的表現力を問うことによって、
基礎学力の理解度を評価しました。

3 直線電流と長方形コイルからなる基本的な電磁気系の問題
ですが、直線電流による磁界の発生、電磁誘導による誘導
電流の発生、磁界が電流におよぼす力、抵抗で消費される
電力、多岐にわたる項目が含まれます。電気と磁気を総合的・
体系的に理解しているかを問いました。また、基本的な項
目がいくつか組み合わさって生じる現象を、筋道をたて論
理的に追いかけることができるかどうかを評価しました。

4 気体の状態を表す温度や圧力という量を分子の熱運動から
考察する問題です。ピストンに衝突する分子の運動が圧力
とどのように結びつくかという基礎問題から出発し、断熱
圧縮による気体の温度上昇について説明する能力を問いま
した。説明問題を通して、単なる式変形ではなく物理的な
イメージが描けているか、さらにそのイメージを論理的に
説明できるかを評価しました。

受験生へのメッセージ
　物理は少数の基本的な概念や原理・法則から複雑な自然現象
を論理的に理解する科目です。単に公式を暗記して問題に当て
はめるという勉強の仕方ではなく、着目している現象の中に物
理法則がどのように関わっているのかを理解し、かつ、説明で
きるような勉強に努めてください。

化　　学
評価方法
　高校化学を体系的に理解しているかを評価する目的で、知識
の量、推理力、計算力、表現力を総合的に問うように出題しま
した。計算問題での途中経過の記述や論述問題などを多く設定
して、論理的思考力や表面的ではない本質の理解の評価を企図
しています。5は「生活と物質」「生命と物質」分野からの選
択問題です。
評価ポイント
1 物質の構成、量、および性質に関する基本的な問題です。
電子配置、同位体、同素体、結合および分子の形の概念を
理解しているか、原子量や分子量を理解しているか、さら
に分子間に働く力と物質の性質（沸点等）との関係を正し
く記述できるかを評価しました。説明問題では記述内容に
応じて、計算問題では途中までの考え方に応じて、それぞ
れ部分点を与えました。

2 酸化・還元反応や熱化学の問題を扱いながら、論理的思考
力と計算力を問いました。酸化・還元反応は、通常、教科
書等では、無機化合物の反応が取り上げられますが、本問
では目先を変えて有機化合物を取り上げています。〔3〕は、
連立1次方程式が立てられれば簡単な問題です。

3 酢酸水溶液に水酸化ナトリウム水溶液を徐々に加えていっ
たとき、各段階での水溶液中の状態を正しく考察すること
ができるかどうかがポイントです。水溶液中の各物質の電
離状態にあわせて、適切な近似を用いて問題を解くことが
できるかどうかを問いました。〔1〕②については、高校の
教科書に記載されている電離度を用いる解法でも、もちろ
んかまいません。

4 アミノ酸とペプチド結合に関する設問を通して、有機化合
物の性質と反応に関する基本的な知識と理解力を問いまし
た。〔4〕では、同一分子内の反応による環状化合物の生成
を想像できるか、〔5〕では、可能な構造異性体の種類を的
確に判断できるかを問いました。〔2〕と〔6〕では、やや
複雑な化合物の構造でも正しく導ける思考力をもっている
か問いました。
 天然繊維および合成繊維に関する基本的な知識と習熟度を問
いました。〔1〕では、絹と羊毛に含まれる主要なタンパク質
の二次構造の名称を逆にした解答が目立ちました。記述問題
では、酸性染料の仕組みについて基本的な理解がある解答は
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正解としました。〔2〕の構造式を答える問題では、水素原子
の欠落などの単純な間違いが目立ちましたが、結合や構造が
正しい場合には部分点を与えました。
 化学と生物は互いに密接に結びついています。その境界領域
で、教科書に記載されている基礎的な部分、および生命現象
を化学的に考える応用として文章から反応式を推定させる問
題、および物質循環と化学Ⅰ「無機物質」の内容を含んだ総
合問題で、受験生の理解力を試験しました。

受験生へのメッセージ
　化学は、物質をいかに理解するかという命題に対して、先人
達が築いてきた知の体系です。個々の化学知識の関係つまり体
系性を理解し、自分のことばで論理的に表現できるようになっ
てほしいと思います。また、答案を読んで、誤字の多さが気に
なりました。科学的思考は、論理的な日本語の上に成り立ちま
す。表意文字である漢字の正確な用法は、論理的な日本語の根
底をなすものです。ことばに対する鋭敏な感覚を身につけてく
ださい。

生　　　物
評価方法
　高校で学習する生物学の基本概念や重要用語の意味するとこ
ろを正確に理解しているかどうかを、語句の挿入問題や選択問
題だけでなく、実際の実験・観察データから読み取れるかどう
かによっても評価しました。文章で解答する問題では、ポイン
トとなる用語が正確に使われているかどうかだけでなく、科学
的、論理的な文章で解答できているかどうかも評価しました。
評価ポイント
1 聴覚器と平衡受容器の構造と機能に関する特徴について問
うています。特に、ヒトの体では近接して存在する二つの
器官における異なる感覚受容についての理解度を計る設問
となっています。

2 植物が生きていくために必須である「水」の根から葉まで
の移動の仕組みとその生物学的意味を問うた問題です。水
を移動させるために必要な植物体の構造や植物ホルモンを
含めて正確に理解しているかどうかを問いました。

3 遺伝学の基本概念を問いました。単に基本用語を知ってい
るだけでなく、さまざまな遺伝現象をその用語を用いて理
解・説明することができるか否か、また、データ表や数値
を読んで考えることができるか否かを問いました。

4 真核細胞の構造と機能を特に細胞膜に注目して問うた問題
です。多くは基本的な知識を問うている問題ですが、特に
問6では細胞内にも膜で包まれた小器官があることがどの
ような意義を持つのか考察してもらうことを意図しました。
教科書の一単元から出題するのではなく、広い範囲を横断
的に取り扱った問題です。

5 動物（昆虫）の生態について問うた問題です。生物の生存
曲線、生命表などについて理解しているか、また、生物の
生存過程を明らかにするための野外実験について問題文を
理解し、論理的な考察ができるかを評価しました。

受験生へのメッセージ
　単に生物学の用語を丸暗記するだけでなく、進化の概念を縦
軸として、分子レベルから細胞、器官、個体、生態系に至るま
で生物を総合的に理解するように努めて下さい。生物にはすべ
ての生物種に共通する統一性と、それぞれの生物種によって異
なる多様性があることを理解することが重要です。生物のおも
しろさ不思議さを楽しみながら学習して下さい。

情報（工学部）
評価方法
　コンピュータを用いた問題解決のための基礎学力を測るとい
う観点から出題しています。基本的観点は次の3点です。
（1） アルゴリズムや問題解決の手順を理解し、記述すること

ができるか
（2） 問題を論理的に把握したり数式によってモデル化したり

することができるか
（3） 手順や情報の量的な把握ができるか
　特に思考過程を重視するという意味で、記述式問題を多く出
題しています。
評価ポイント
1 基礎的な学力を評価する問題です。情報をこれから学ぶ上

での基礎的な知識、および論理的に考える力を問う問題と
なっています。

2 プログラミングの基礎力を計る問題です。データの形とそ
の中身を的確に理解し、操作手順に結びつける力が問われ
ています。

3 問題理解力と数理的思考力が試されています。一定の水準
の応用力とアルゴリズムを導出する力が不可欠です。

4 状態遷移図の問題ですが、その知識を問うのではなく、例
示と説明から論理的思考力で答を導く問題です。

5 プログラミングの能力を測るとともに、計算量という概念
を理解し、応用する力が求められています。

受験生へのメッセージ
　教科「情報」の真の目的は、コンピュータの操作法の習熟で
はなく、コンピュータを用いた問題解決能力の習得にあります。
そのためには、世の中にあるさまざまな問題を論理的にまた数
理的に表し、それを解決する手順（アルゴリズム）を記述した
りする力が望まれます。日頃から「手順」まで含めて考える習
慣を身につけましょう。
　なお、本学入試の前期日程における「情報」の出題は、今回
限りとなります。平成23年度からは、情報工学科のAO入試
（SAIL入試）において、前述の評価方法に準じた選考が新しい
形態で行われます。

英　　　語
評価方法
　赤ん坊の計算能力の有無について論じているやや長めの文
章、フィンランドにおける携帯電話に関する中程度の長さの文
章、また天候や環境問題に関する会話分の3問からなっていま
す。全体として、英文の論旨を的確に理解する力、要点を説明
できる力、必要な情報を取り出す力を試すと共に、日常的な状
況や社会的に重要な問題について、自分の言葉で適切な表現が
できる力を求めています。
評価ポイント
1 一歳未満の赤ん坊に簡単な足し算、引き算ができるのかど
うかを明らかにするために行った一連の実験に関する文章
です。

　 ［1］ 英文中に記述されている実験の要点や結果を正確に読
み取ることができたかを、多肢選択問題で試していま
す。

　 ［2］ ある実験においてある手順が用いられた理由を的確に
把握し、日本語で説明することを求めています。

　 ［3］ 実験結果の意味するところを文章全体から適切に推論
して、まとめる力を試しています。

　 ［4］ ある実験において用いられた方法と被験者の反応の意
味するところを、本文の主旨に即して説明できるかど
うかを見ます。

2 携帯電話の普及によって、フィンランド社会におけるコミュ
ニケーションのあり方が変化しつつあることについて説明
する文章です。

　 ［1］ パラグラフ中から情報を的確に抜き出す力を、空所補
充形式の設問で試しています。

　 ［2］ 本文の内容を読み取る力を、複数の文の真偽を問う問
題で試しています。

　 ［3］ 指示関係を正しく理解した上で、的確な日本語に訳す
ことができるかを見ます。

3 天候に関する友人どうしの会話が、地球温暖化の話題にも
及んでいく対話文です。

　 ［1］ 会話の流れに即した適切な英語表現ができるかを空所
補充の問題で試しています。

　 ［2］ 会話の展開に相応しい内容を、自分の言葉や知識を用
いて、ある程度のまとまりを持った長さの英語で書く
力を試しています。

受験生へのメッセージ
　本学の試験では、入学後に求められる英語のリーディングの
力、ライティングの力、及びコミュニケーションの素地となる
力を、筆記試験で試しています。現代における社会的な問題や
科学的な話題に関心を払いながら、総合的なコミュニケーショ
ンの力を伸ばしていくことを期待しています。
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平成22年度入試の採点評価と合否判定等について

［後期日程］

英　　　語
評価方法
　人生における未知の要素とどのように向き合って生きるべき
かを問う中程度の長さの文章、ネコがゴロゴロ鳴くのは何故か
を説明する中程度の長さの文章、及びラオスで働く日本人とア
メリカ人旅行者との会話文の3問からなっています。全体とし
て、英文の論旨を的確に理解する力、要点を説明できる力、必
要な情報を取り出す力を試すと共に、対話の流れを正確に把握
し、社会的な状況に関して、自分の言葉で適切に説明できる表
現力を求めています。
評価ポイント
1 アインシュタインの言葉を引用しながら、好奇心や冒険心
を阻む心理的な障害について述べる文章です。

　 ［1］ 指示関係に留意しながら、英文の主旨を読み取る力を
見ます。

　 ［2］ 論旨を的確に理解して適切な表現を選ぶことができる
かを、多肢選択問題で試しています。

　 ［3］ 内容的にも文法的にも文脈に適した表現を選ぶことが
できるかを、多肢選択問題で試しています。

　 ［4］ 文法的にやや複雑な文を的確な日本語に訳すことがで
きるかを見ます。

　 ［5］ 文脈を正確に理解し、他の英語表現に言い換えること
ができるかを、多肢選択問題で試しています。

2 ネコがゴロゴロ鳴く仕組みに関する二つの説を説明すると
共に、ゴロゴロ鳴く理由についても述べる文章です。

　 ［1］ 指示関係を的確にとらえ、複数のパラグラフの要点を
まとめる力を見ます。

　 ［2］ 指示関係を的確にとらえ、論旨の展開を把握し説明す
る力を試しています。

　 ［3］ 文脈に相応しい文法的にやや複雑な文を組み立てるこ
とができるかを見ます。

　 ［4］ 複数のパラグラフの要点を整理できるかどうかを、多
肢選択問題で試しています。

3 ラオスを旅行するアメリカ人が、ラオスに渡って縫製技術
を教える日本人にインタヴューする形式の対話文です。

　 ［1］ 会話の流れに沿った文法的に適切な英語表現を選ぶこ
とができるかを空所補充形式の選択問題で試していま
す。

　 ［2］ 会話の要点や展開を的確に把握することができるかを、
多肢選択問題で試しています。

　 ［3］ 対話文の内容を踏まえ、関連するトピックについて、
自分の言葉や知識を用いて、ある程度の長さの英語で
書く力を試しています。

受験生へのメッセージ
　本学の試験では、入学後に求められる英語のリーディングの
力、ライティングの力、及びコミュニケーションの素地となる
力を、筆記試験で試しています。現代における社会的な問題や
科学的な話題に関心を払いながら、総合的なコミュニケーショ
ンの力を伸ばしていくことを期待しています。

物理・数学（工学部）
評価方法
　数学と物理について基礎的な学力と物理現象の理解ができて
いるかどうかを評価しました。答を導く過程を記述させること
によって、論理的な思考を身につけているかを評価しました。
評価ポイント
1 図形と方程式の分野から直線と円の方程式及び軌跡につい
て問い、これに微分法の応用（関数の最大）、積分法の応用
（回転体の体積）を組み合わせた問題です。〔1〕はアポロ
ニウスの円として知られている軌跡を求める問題であり、
答案には中心の座標と直径が読み取れる円の図の記載を求
めます。〔2〕は2直線が垂直となる条件を理解しているか
を問う問題、〔3〕は円と直線の位置関係についての理解を
問う問題です。いずれも図形と方程式の分野の基本事項を
理解していれば解くことができます。〔4〕は題意の三角形
の面積を点Pのx座標の関数として表し、これを最大とする
条件を微分法を応用して求めます。面積が最大となるとき
に面積の2乗も最大になる（その逆も真である）ことを用い、
面積の2乗に対して増減表を作ると、計算を簡単にできま

す。〔5〕はx軸を中心とする円環体の体積を求める問題で、
基本的には上半円が作る回転体の体積から下半円が作る回
転体の体積を差し引いて求めます。解答の過程で置換積分
法を用いる点も評価のポイントとなります。

2 レール上を走行するジェットコースターの運動を題材とし
て、円運動についての理解を問いました。直感的なイメー
ジに惑わされず、与えられた条件を正しく式で表し、論理
的に結論を導くことができているかを評価しました。理由
を記述する問題では、ロジックを正確に伝えることができ
ているかどうかも評価しました。

3 コイルと抵抗からなる回路に交流電圧をかけたときに、流
れる電流の位相と振幅はどのようになるかを尋ねる基本的
な電気回路の問題です。解を求めるために、微分の考え方
を理解していること、三角関数の加法定理を使いこなせる
こと、など数学の力も必要です。

4 磁場内で回転運動する帯電物体についての問題を通し、力
学、電磁気学の基本的な理解度を評価しました。問題文は、
運動方程式を順を追ってたてられるように作成しました。

5 波の基本的な性質と応用を多方面から問いました。〔1〕で
は、偏光と反射、屈折の理解度を評価しました。〔2〕では、
ドップラー効果は単に公式の暗記でなく与えられた現象を
理解して使いこなせるかを問いました。〔3〕では回折格子
と光路長が理解できているかを評価しました。計算問題で
は、三角関数が使いこなせるか、有効数字の概念がきちん
と理解できているかも評価しました。

受験生へのメッセージ
　基本的な現象の理解、計算などの基礎的な力は全ての基とな
りますので、しっかり身につけて下さい。答を導く過程では考
え方の筋道を論理だてて説明することが重要です。読み手にわ
かりやすく伝えることは試験に限らず大切な能力です。物理現
象を記述するために数式を用いた表現が求められますので、数
学の応用力を習得してほしいと思います。

化学・数学（工学部）
評価方法
　高校で学んだ化学と数学について、基礎的な事項の総合的な
理解度と計算力および基本的な知識の応用・展開力を問う問題
です。実験と計算の意図を正確に把握し、化学現象を論理的に
思考できる能力を、記述問題および答えを導く過程の記述を通
して評価しました。
評価ポイント
1 〔1〕は、数列についての基本事項を確実に理解し、正しく
計算する能力を持っているかどうかを評価しました。〔2〕
は、文章の意味を正しく理解し、方程式を使って図形を確
実に表現できているかどうかを評価しました。

2 複数の金属イオンを含む水溶液に特定の試薬を加えると、
沈殿反応や呈色反応が起きます。これらの反応を利用しな
がら、水溶液中に含まれるイオンを順番に確認する手法を
問う基礎的な問題です。金属イオンと硫化水素との反応、
水溶液中の錯イオンの性質、両性水酸化物の性質およびそ
の反応を正確に理解しているかを評価しました。また、炭
酸カルシウムと強酸との反応式を正確に記述し、化学変化
の量的関係が正しく計算できるかを評価しました。さらに、
水酸化亜鉛の特徴を正確に理解し、それを文章で説明でき
るかを記述問題により評価しました。

3 〔1〕は、熱平衡とその移動に関する問題です。平衡定数の
求め方、化学反応式中の各物質の係数を考慮した平衡状態
における各物質の物質量の解析、平衡の移動についての理
解を、計算と記述問題により評価しました。〔2〕は電気分
解に関する問題です。各電極における反応の記述と、反応
により生成する気体の体積の計算から基礎的な知識を評価
しました。

4 油脂を構成する様々なエステルを題材とした、有機化合物
の構造と反応に関する問題です。不斉炭素原子、還元反応、
酸化反応、エステルの加水分解反応、付加反応等について
の知識と理解を問うとともに、文章表現力及び計算力につ
いても評価しました。〔8〕では、〔7〕の単純な系を踏まえて、
複雑な系にて解が得られる方程式を導く思考力を評価し、
考え方や方程式／数式の記述も評価しました。

受験生へのメッセージ
　化学現象の基礎的な事項の理解や化学実験のデータに基づい
て現象を論理的に展開する力を身につけてください。このため
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には正しい理解に加えて、基礎的な計算力や数学的な論理展開
力も必要です。

（特別入試）
■私費外国人留学生入試■

日　　本　　語
評価方法
　日本語の試験の目的は、大学で勉強していける日本語力があ
るかどうかをみることです。みなさんは、大学で日本語を使っ
て勉強します。教科書や参考書を読んだり、レポートを書いた
りする力が必要です。そのため、入学試験では＜読解＞と＜作
文＞の能力を中心にみています。
　外国語の文章の中に知らない単語があるのはふつうです。で
すから、試験のときに辞書を使っていいことにしました。ふつ
うと同じ状態で読んで、どのくらい理解できるかを試験してい
ます。文法や文字・語彙の知識を直接聞く問題はありませんが、
文章を読むときや、文を書くときに、文法や文字・語彙の知識
が使えているかどうかを判断しています。また、文章を理解し
て適切に要約できるかどうかをみています。
評価ポイント
1 文章を読んで内容を的確に把握し、要約する力を見ていま
す。1は語彙の理解と文の生成力、2は文構造の理解、3は
語彙の理解、4、5は指示詞の機能と内容の把握、6は情報
の正確な理解、7は内容の理解、8は内容の理解と要約する
力を見ています。

2 文章を論理的に読み取る力と要約する力を見ています。1
は重要な情報の把握、2は要約する力、3は内容の正確な理
解、4は文章の理解、5は語彙および文法の理解、6は文章
を基にした類推力、7は語彙力に基づいた文脈把握の力を
見ています。

受験生へのメッセージ
　日本語はみなさんが大学で勉強するために絶対必要な道具で
す。大学ではほとんどの場合、講義も日本語で行われますし、
教科書も日本語で書かれています。もちろん試験やレポートも
日本語で書きます。これからの勉強のために、論理的な文章を
たくさん読んでまとめる練習をしてください。

面　　　接
（農　学　部）
評価方法
　面接は、1）勉学に関すること、2）生活と社会に関すること、
3）面接態度、4）学科による評価項目の4項目について、面接担
当者4～5名により、各受験生あたり15分～20分程度の質疑応
答を行い、各項目について10段階で評価しました。
評価ポイント
　志望動機、志望学科への適性、入学後の学習意欲、日本語の
表現力、思考力などを評価ポイントとしています。

（工　学　部）
評価方法
　工学部では各学科の選考方針にしたがい、口頭試問を実施し
ます。学科により異なりますが、面接室を1箇所から数箇所設
けて、複数の面接担当者により、多面的に質問し、その応答態
度・方法・内容を数値化して判定しました。
評価ポイント
　基本的には以下の項目に評価ポイントを置きました。
　  1）学科志望の動機とその分野への情熱
　  2）工学への適性とそれを裏付ける思考力
　  3）工学と社会の動向の関連に対する関心
　  4）自説の論理的な展開

■推薦入試Ⅰ・帰国子女入試■
（工　学　部）

小論文（生命工学科・電気電子工学科・情報工学科を除く）
【応用分子化学科】
評価方法
　高校までに学んだ化学の基礎的知識をもとにして、与えられ
た課題に対する解答を、論理的かつ簡潔な文章でまとめる能力
を評価しました。今回は、炭素の同素体に関する課題、金属元
素単体のイオン化傾向に関する課題、有機化合物の組成式決定
に関する課題を取り上げました。下記の評価ポイントに示した
ように、これらの問いに対する解答を論理的かつ的確な文章で
表現できるか評価し、その総計を評点としました。
評価ポイント
　高校程度の基礎的な化学の知識が十分に備わっているかをま
ず評価しました。また、問われている課題に対し、論理的整合
性を持った考察ができているかを評価しました。さらに、日本
語の文章表現が正確であるかについても評価しました。
【有機材料化学科】
評価方法
　ペニシリンを発見しノーベル賞を受賞したAlexander 
Flemingのスピーチについて述べている英文を読ませたうえ
で、1）英文読解力、2）文章の作成能力、3）論理性、4）科
学者・技術者を指向するうえでの問題意識を評価しました。採
点に際しては以下の評価ポイントを設定し、その総計を評点と
しました。
評価ポイント
1） 読解力
 英語の構文を理解する能力と基本的な語彙力を評価の対象
としました。

2） 文章作成能力・表現力
 的確に表現された日本語で文章を作成できるかを評価しま
した。

3） 論理性
 根拠に基づいて論理的に持論を展開する能力を評価しまし
た。

4） 問題意識
 実験に取り組む姿勢についても間接的に採点の対象としま
した。

【化学システム工学科】
評価方法
　いま科学技術者が地球規模で解決しなければならない問題を
どのように理解しているか。東京農工大の英文パンフレットを
参考に英語の力も含め、5つ列挙してもらう。その中で自分が
考える解決方法を提案してその方法に科学的考察がどの程度加
味されているか評価する。
評価ポイント
1） 問題理解・分析力：日頃の科学技術に関する関心の深さを
評価しました。また参考文章で英語力の程度も評価しまし
た。

2） 文章表現力・論理性：文章が論理的に記述され、内容に一
貫性があるかどうかを評価しました。

3） 独創性：出題文に引きずられなく、自由に考え、独自の意
見が記述されているかどうかを評価しました。

4） 表現の正確性：誤字脱字も含め、表現が科学的であるか、
説得力があるか評価しました。

【機械システム工学科】
評価方法
　記述試験
評価ポイント
1） ニュートンの運動の第3法則（作用反作用の法則）を正し
く理解しているかどうか。

 力学系に対する外力と内力の区別ができているかどうか。
2） 論理的に整合した内容の文章を書けるかどうか。
【物理システム工学科】
評価方法
　高校で学習した物理の基本知識を良く理解しているかを問う
ため、小論文の課題として、力学の分野から、物体の等速円運
動を主に取り上げました。
　等速円運動する小球の角速度と小球に働く向心力および小球
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平成22年度入試の採点評価と合否判定等について

の速さの関係、円周上に置かれた別の小球と衝突したときの運
動量保存の法則、これらの応用と別の力学的観点からの考え方
について、正しく理解し、明確な文章で表現できるかを評価し
ました。
　採点にあたっては、物理の基礎知識、課題理解力、論理性、
および表現能力を評価ポイントとして、その総計を評点としま
した。
評価ポイント
1） 物理の基礎知識：物体の等速円運動を主とした力学が正し
く理解できているかを評価しました。

2） 課題理解力・論理性：課題を正しく理解し、首尾一貫した
論理の展開になっているかを評価しました。

3） 表現能力：自分の考えをわかりやすく明確な記述になって
いるかを評価しました。

面　　　接
評価方法
　工学部では各学科の選考方針にしたがい口頭試問を実施しま
した。学科により異なりますが、面接室を1箇所から数箇所設
けて、複数の面接担当者により、多面的に質問し、その応答態
度・方法・内容を数値化して判定しました。
評価ポイント
　基本的には以下の項目に評価ポイントを置きました。
　1）学科志望の動機とその分野への情熱
　2）工学への適性とそれを裏付ける思考力
　3）工学と社会の動向の関連に対する関心
　4）自説の論理的な展開
　5）独創的・個性的なヴィジョン
　6）これまでの勉強・学習内容
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平成22年度入学試験問題

一般入試前期日程

数　学
物　理
化　学
生　物
情　報（工学部）
英　語

一般入試後期日程

英　語
物理・数学（工学部）
化学・数学（工学部）

特別入試

■ 私費外国人留学生
　 日本語

■ 推薦入試Ⅰ・帰国子女（工学部）
　 小論文〔生命工学科、電気電子工学科、情報工学科を除く〕
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一般入試前期日程
数　学



24

物　理
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化　学



27



28



29



30



31

生　物



32



33



34



35

情　報（工学部）



36



37
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英　語

著作権の関係で掲載を差し控えさせていただきます。
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一般入試後期日程
英　語

著作権の関係で掲載を差し控えさせていただきます。

物理・数学（工学部）



40



41
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化学・数学（工学部）
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特別入試（私費外国人留学生）

著作権の関係で掲載を差し控えさせていただきます。

特別入試（推薦入試Ⅰ・帰国子女）
小論文（工学部）
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※「有機材料化学科」、「化学システム工学科」は著作

権の関係で掲載を差し控えさせていただきます。
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1　学科・教育内容に関すること

Q1 農学部の応用生物科学科と工学部の生命工学科には、
どのような違いがありますか？

　応用生物科学科では、自然界・生物・ヒトとのかかわり
を中心にした研究を行い、食品、医薬品、農薬、化粧品、
香料開発など農学分野での貢献を目指しています。また、
生命工学科は、ものづくりの視点で生命をとらえ、これを
私たちの生活で活用する研究、例えばバイオセンサーや臨
床・診断薬、医薬品の開発、有用物質の工業的応用や環境
の修復などの研究を行っています。
　両学科は、授業科目として、生化学、分子生物学、細胞
生物学、有機化学、分析化学、遺伝子工学など、また、実
践科目として実験や実習に重点を置いた教育を行い、生命
科学の基礎知識と技術についてはどちらの学科でも共通し
て身につけることができます。しかし、生命工学科では、
生体電子工学、蛋白質科学、細胞再生工学、生物情報解析、
植物工学、脳神経科学、マリンバイオテクノロジー、メディ
シナルケミストリー、食品・医薬品開発工学、レギュラトリー
サイエンス、地球環境工学、応用ゲノミクスなどの授業が
あり、工学的応用を前提とした生命現象を理解した上で、
これを活用するバイオテクノロジーの創造とその実践を習
得できる教育を受けることができます。一方、応用生物科
学科では、その他の授業科目として、栄養化学、応用微生
物学、天然物有機化学、食品化学、植物病理学、昆虫生物学、
植物保護学、バイオロジカルコントロールなど、分子から
生態までの生物・生命現象に広く焦点を当てた授業が多数
あり、生物と化学を基礎とする広い意味での農学の専門分
野により深く入り込んだ教育を受けることができます。

Q2 農学部の環境資源科学科と地域生態システム学科
で扱う環境の違いを教えてください。

　環境資源科学科では、自然科学的視点から地球環境と生
物資源に関する教育研究を行っています。地域生態システ
ム学科では、人間と自然・環境について、現場に密着しつ
つ自然科学・人文社会科学双方の視点を融合した教育研究
を行っています。
　環境資源科学科では、環境汚染物質の評価・予測・修復、
環境ストレスの生物影響、太陽エネルギーによって炭素が
固定されてできるバイオマス資源の有効利用、植物資源の
環境に調和した利用法、リサイクルなどに関する教育と研
究を行っています。これらの教育と研究では、環境や資源
に関係する種々の物質の理解を欠かせません。そのため、
環境資源科学科では基礎的な物質化学の教育と研究も重視
しています。環境資源科学科は、環境や資源の問題に対し
て、「物質」という考え方を基軸として、地球全体の大き
なレベルからビーカーの中のミクロの世界まで、広く深く
自然科学的手法を用いて研究する学科です。
　一方、地域生態システム学科では、森林・山地から、農
村・田園、そして都市までの地域を有機的につながった一
つのシステム、すなわち地域生態システムとしてとらえて
います。その地域を舞台に、自然科学から人文・社会科学
にわたる幅広い専門分野を動員して、自然と人間とが共生
しながら、豊かで持続可能な社会を構築するための教育研
究を行っています。そこでは、野生動物などの保護、自然
環境の修復技術、持続可能な森林管理や流域保全、環境と
調和した農業生産システム、人と人・人と自然あるいは人
と動物との共生のありかた、これらを総合化した地域マネ
ジメントシステムなどに関する教育研究がその主な柱と
なっています。国内海外を問わず、現実に生じている地域
の複雑な問題を多様な視点からとらえ、的確に対応できる
人材の育成を目的として、充実したカリキュラムを用意し
ています。

Q3 遺伝子関係の勉強をしたいのですが、どの学科が
適していますか？

　遺伝子関係といっても非常に範囲が広いので、まず遺伝
子の何を勉強したいのかをはっきりさせましょう。ここで
は遺伝子工学についてのみお答えします。新しい遺伝子の

発見や働きを解析したり、遺伝子工学の技術を開発したり
するような勉強がしたいのでしたら、農学部の応用生物科
学科や工学部の生命工学科が適しています。しかし、一般
には遺伝子工学とは生物の働きの解析や、生物の性質を変
える目的のために使われる手段でしかありません。大切な
のは、「植物の品種改良をしたい」「環境中の難分解性の環
境汚染物質を生物的に分解したい」「動物の遺伝子治療を
したい」といった目的であり、それにより志望に適した学
科は自ずと決まってくるはずです。また、本学では他学科
の授業も選択できるので、遺伝子工学関連の授業はどの学
科に入っても受講できます。まずは、遺伝子工学自体を勉
強したいのか、あるいは遺伝子工学を利用して何をしたい
のか考えましょう。

Q4 工学部化学系3学科の違いを教えてください。

　応用分子化学科、有機材料化学科、化学システム工学科
の3つの学科は、いずれも工学部の化学系の学科ですが、
応用分子化学科と有機材料化学科は応用化学を基盤とした
教育・研究を、化学システム工学科は化学工学を基盤とし
た教育・研究を行っています。
　応用分子化学科と有機材料化学科は、応用分子化学科が、
物質を原子・分子レベルで理解・制御する化学技術全般に
ついて研究しており、エネルギー、無機材料、有機合成な
ど広範な化学の先端分野の研究を行っているのに対して、
有機材料化学科が、化学、物理、バイオを融合する科学技
術を研究し、機能性高分子・環境調和高分子・バイオマテ
リアルなどに代表される有機材料の先端分野の研究を行っ
ているという違いがあります。特に低学年においては、両
学科ともに化学の基礎を体系的に学ぶことのできる「有機
化学」「無機化学」「物理化学」等を軸としたカリキュラム
が用意されており、実験を重視した教育を実施している点
でもほぼ共通しています。カリキュラム上の両学科の違い
は主に専門教育にあり、応用分子化学科では、「生体有機
化学」、「遷移金属化学」、「半導体化学」等、原子・分子を
基盤とする応用化学を網羅するよう多様で広範な専門科目
が用意されています。一方、有機材料化学科では「バイオ
材料化学」、「高分子化学」、「高分子・繊維物理」など有機
材料に関する専門科目が充実しており、化学系だけでなく
物理系の科目も重視していることが特徴です。
　化学システム工学科は、化学の真理と工学の実務の両者
の特徴と多様性を有機的に統合した「化学の工学」の体系
に基づいて教育を行い、新素材・新システムの開発、そし
て地球環境やエネルギー環境に貢献する21世紀の循環型
社会を支える化学技術の教育・研究を行っています。化学
システム工学科の教育プログラムは日本技術者教育認定機
構JABEEによって認定されており、卒業生は技術士資格
一次試験免除の修習技術者の資格が与えられます。カリ
キュラムは、1年次から専門科目が学べるように組まれて
います。化学、物理、生物、数学を基礎として、「反応に
関係する熱エネルギーや物質の移動の速さを学ぶ科目」、
「反応を起こさせる装置や成分を分離する装置の設計を学
ぶ科目」、「原料から製品までのプロセスをデザインする科
目」などの化学工学の学問を習得できるようになっていま
す。
　3学科ともに4年次において研究室に配属され卒業研究
を行います。3学科の教育・研究内容の違いは以下の主な
研究テーマを比較することでおわかり頂けると思います。
応用分子化学科では、電池・エネルギーデバイス、半導体、
セラミックス、無機有機ハイブリッドナノ材料、分子触媒、
有機合成、医農薬品合成など、原子・分子レベルの応用化
学・ナノ材料化学に関する基礎的研究を行っています。有
機材料化学科では、生分解性や電導性などの機能性高分子、
重合触媒、超分子、有機（超）薄膜、ナノ（オプト）エレ
クトロニクス材料、高分子のナノ構造制御、生体高分子、
バイオ・医療用材料など、有機材料全般にわたる基礎的研
究を行っています。化学システム工学科では、バイオプラ
スチック、高度分離精製、バイオマスエネルギー変換、水
と大気の環境浄化、ナノ材料プロセス、プロセス制御、シ
ミュレーションなど、化学工学全般の基礎から応用にわた
る研究を行っています。

入試Q&A

A
１

A
３

A
４

A
２

A
３
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2　試験内容に関すること

Q5 推薦入試Ⅰと推薦入試Ⅱの両方を出願できますか？

　工学部において、推薦入試Ⅰが不合格であった場合、同
一学科に限り、別途推薦入試Ⅱの出願ができます。なお、
推薦入試Ⅱの出願には、大学入試センター試験において所
定の科目の受験が必要です。

Q6 特別入試で出される小論文の過去の出題内容を教
えてください。

〔工学部〕
1.学科の分野に対する勉学意欲や本人の将来ビジョン
2.英語による参考文を読んで、指定された題目で小論文
を書く
3.日本語による資料等を読んで志望学科に適した考え方
を問う
4.学科の適性を調べるために問題解決能力、論理的思考
力を問う

など、学科により異なります。記述に要する字数は400か
ら1000字と学科によって差があります。いずれも学科へ
の適性を調べるものであり、特に難解な問いは用意してい
ません。

Q7 特別入試ではどのような面接が行われますか？

〔農学部〕
　面接教員3～5名により、各受験生と15分～20分程度の
質疑応答を行い、勉学に関すること、社会生活に関するこ
と、面接態度、目的意識等について評価します。この評価
では、志望動機、志望学科への適性、入学後の学習意欲、
日本語の表現力、思考力も評価のポイントとなります。

〔工学部〕
1.人物面接では、志望動機、高等学校での勉強、入学後の
抱負などの一般的質問が主です。
2.基礎学力テストとしての面接では、各学科が指定する科
目についての口頭試問を実施します。いずれの科目も、
高等学校で学習した内容・範囲について口答形式で行わ
れ、主に志望学科への適性、当該学問分野に対する情熱、
それを裏付ける基礎学力や思考力等が試されます。

3　受験に関すること

Q8 身体に障害がある場合、受験や入学後に配慮して
もらえますか？

　受験上もしくは修学上の特別な措置を必要とする場合
は、個別に対応して様々な配慮をしています。出願前に必
ず入試チームにご相談ください。

Q9 追加合格はありますか？

　本学では、過去の入学手続率等を検討しながら合格者を
発表しています。原則として追加合格を出さないようにし
ていますが、入学手続き状況によっては追加合格を行うこ
とがあります。

A
６

4　そ　の　他

Q10 入学後に転学部や転学科はできますか？

　転学部・転学科は、本学に1年以上在学することが必要
条件です。願い出により学科定員の欠員状況、取得科目の
成績および入学試験の成績等を考慮の上、選考されます。

Q11 編入学や学士入学はできますか？

　農学部では、3年次編入学（獣医学科は2年次または3年
次への社会人編入学）を、工学部では、3年次編入学（推
薦入学入試、学力検査入試、社会人特別入試）をそれぞれ
実施しています。詳しくは府中地区学生サポートセンター
チーム教務第二係または小金井地区学生サポートセンター
チーム入学試験係にお問い合わせください。

Q12 入学時にかかる費用を教えてください。

　平成22年度の学費等は次のとおりですので、参考にし
てください。なお、入学料、授業料は、改訂された場合は
改定後の金額が適用されます。また、在学中に、授業料が
改訂された場合は、改訂後の金額が適用されます。その他、
後援会等が任意に集金するものもあります。

入学料　282,000円
授業料　前期分267,900円（年額535,800円）
その他（学生教育研究災害傷害保険、同窓会・後援

会、学生団体、大学生協等）

Q13 受験時の宿泊を紹介してもらえますか？

　大学として紹介はしていませんが、大学生協が案内を出
していますので、お問い合わせください。
　問い合わせ先　東京農工大学消費生活協同組合
　☎042-366-0762（平日10:00～17:00）

A
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A
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A
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A
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A
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A
９
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入試関係資料について
本学では、次の入試関係資料を入試チーム窓口等で配付しています。
下記の要領でお申し込みください。

○大学案内
○入試情報
○入学者選抜要項
○ A O入試学生募集要項

（平成23年度入試）

6月上旬
6月上旬
7月下旬
7月下旬（平成23年度入試）

○特別入試学生募集要項
○一般入試学生募集要項

8月下旬
10月下旬

（平成23年度入試）
（平成23年度入試）

募集要項等の請求方法
（1）テレメールで請求する場合（一般入試学生募集要項、特別入試学生募集要項、
　 AO入試学生募集要項および大学案内）

（3）郵便局で請求する場合（一般入試学生募集要項・特別入試学生募集要項および大学案内）

（2）大学のホームページから請求する場合

① 次の電話番号におかけください。

② 資料番号（6桁）をプッシュしてください。

③ 後はガイダンスに従って登録してください。
＊6月から案内が開始されます。
＊電話（24時間コンピュータ音声応答）受付から2、3日で送付されます。
＊送料は資料に同封されている振込用紙により振込んでください。

　本学のホームページから直接、テレメールによる資料請求ができます。
詳しくは、東京農工大学ホームページ（http://www.tuat.ac.jp/）をご覧ください。

　全国の郵便局に備え付けの募集要項請求申込書に必要事項を記入のうえ、所定の料金を添えて郵便局窓口に
申し込んでください。1週間程度でお手元に届きます。
＊10月から案内が開始されます。詳細は郵便局にお問い合わせください。

IP電話　050－8601－0101
※一般電話回線からIP電話にかけた場合、通話料金は日本全国どこからでも3分ごとに約11円です。

大学案内 562320

582300

542300

一般入試学生募集要項

一般入試学生募集要項+大学案内

特別入試学生募集要項 582340

581780A O入試学生募集要項

582440A O入試学生募集要項+大学案内
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入試関係資料について
本学では、次の入試関係資料を入試チーム窓口等で配付しています。
下記の要領でお申し込みください。

○大学案内
○入試情報
○入学者選抜要項
○ A O入試学生募集要項

（平成23年度入試）

6月上旬
6月上旬
7月下旬
7月下旬（平成23年度入試）

○特別入試学生募集要項
○一般入試学生募集要項

8月下旬
10月下旬

（平成23年度入試）
（平成23年度入試）

募集要項等の請求方法
（1）テレメールで請求する場合（一般入試学生募集要項、特別入試学生募集要項、
　 AO入試学生募集要項および大学案内）

（3）郵便局で請求する場合（一般入試学生募集要項・特別入試学生募集要項および大学案内）

（2）大学のホームページから請求する場合

① 次の電話番号におかけください。

② 資料番号（6桁）をプッシュしてください。

③ 後はガイダンスに従って登録してください。
＊6月から案内が開始されます。
＊電話（24時間コンピュータ音声応答）受付から2、3日で送付されます。
＊送料は資料に同封されている振込用紙により振込んでください。

　本学のホームページから直接、テレメールによる資料請求ができます。
詳しくは、東京農工大学ホームページ（http://www.tuat.ac.jp/）をご覧ください。

　全国の郵便局に備え付けの募集要項請求申込書に必要事項を記入のうえ、所定の料金を添えて郵便局窓口に
申し込んでください。1週間程度でお手元に届きます。
＊10月から案内が開始されます。詳細は郵便局にお問い合わせください。

IP電話　050－8601－0101
※一般電話回線からIP電話にかけた場合、通話料金は日本全国どこからでも3分ごとに約11円です。

大学案内 562320

582300

542300

一般入試学生募集要項

一般入試学生募集要項+大学案内

特別入試学生募集要項 582340

581780A O入試学生募集要項

582440A O入試学生募集要項+大学案内

（4）宅配で請求する場合（一般入試学生募集要項、特別入試学生募集要項、
　 A O入試学生募集要項および大学案内）

（5）大学へ直接請求する方法（一般入試学生募集要項、特別入試学生募集要項、
　 A O入試学生募集要項および大学案内）

① 受付期間

② 申込先

③ 問い合わせ先

1）郵送による場合

2）直接取りにくる場合

＜請求方法＞

東京農工大学生協
電　話：042－366－0762（年末年始・土日・祝日を除く10時～15時）

042－352－7222
（24時間受付）

　インターネット、携帯電話およびFAXで申し込んでください。平日の15時までの申込みは当日受付となり、原則として受付
日当日に発送し翌日の配達となります。ただし、平日の15時以降・年末年始・土日・祝日の申込みは、明けて翌日の発送とな
ります。また、北海道・九州・沖縄・離島は、発送後の翌 日々の配達となります。送料は着払いです。
　なお、配達予定日を過ぎても到着しない場合は、③の問い合わせ先にご連絡ください。

切手をはり付けた返信用封筒（角形2号の封筒に、郵便番号、住所、氏名を明記してください。）を同封のうえ、申し込ん
でください。

①返信用封筒に390円（速達の場合は760円）の切手をはり付けてください。
②請求用封筒に返信用封筒を入れ、表のあて名の横に「一般入試学生募集要項請求」・「特別入試学生募集要項
請求」・「AO入試学生募集要項」の別を、必ず朱書きで明記してください。

③請求先
東京農工大学入試チーム入学試験係（〒183－8538　東京都府中市晴見町3－8－1）

下記の窓口で入手できます。月～金曜日（祝日を除く）8：30～17：00
入試チーム入学試験係（東京都府中市晴見町3－8－1）
小金井地区学生サポートセンターチーム入学試験係（東京都小金井市中町2－24－16）

特
別
入
試

推 薦
帰国子女（工学部）

帰国子女（農学部）

平成22年 9月 1日～平成22年10月22日

平成22年 9月 1日～平成23年 1月14日

平成22年 9 月 1 日～平成23年 1月27日

平成22年10月下旬～平成23年 1月27日

私費外国人留学生

平成22年 8 月 1 日～平成22年 9月28日A O入試

一　般　入　試

インターネット（パソコンの場合）

http://www.tuat-coop.jp/yoko/ http://www.tuat-coop.jp/gansyo/

フォームに必要事項を入力し、内容を
確認のうえ、送信してください。

※対応する携帯電話で読
　み取ることが出来ます。

F　A　X携　帯　電　話

I

推 薦 II
社 会 人



■ 農学部説明会
開　催　日 学　科　名

応用生物科学科
地域生態システム学科
獣医学科
生物生産学科、 環境資源科学科

8月18日（水） （午前・午後）
8月19日（木） （午後）
8月19日（木） （午前・午後）
8月20日（金） （午前・午後）

■ 工学部説明会
開　催　日 学　科　名

生命工学科
応用分子化学科
物理システム工学科
電気電子工学科
有機材料化学科
化学システム工学科
機械システム工学科
情報工学科

　　   全　学　科

8月25日（水）13：30～16：30

8月26日（木）13：30～16：30

　
11月13日（土）13：30～16：30
　　　　　　　      （予定）

11月12日（金）13日（土）14日（日）
府中キャンパス ： 府中地区学生サポートセンターチーム学生生活係　☎（042）367-5540
小金井キャンパス ： 小金井地区学生サポートセンターチーム学生生活係　☎（042）388-7011

■ キャンパス・ツアー

■ 学園祭

通　常（15：30～）
夏休み（10：00～）
　　　（14：00～）
　　　（15：30～）
夏休み（10：00～）

6/9、6/16、6/23、7/14、9/15、10/6、10/13、10/20
7/22、7/26、7/29
6/12、7/10
9/8、10/27
7/21、7/23、7/27、7/30

通 常

農
学
部

工
学
部

申し込み先
本学携帯サイトの申し込みページ
http://daigakujc.jp/c.php?u=00146&I=03&c=00228
※PCからアクセス可
問い合わせ先
農学部広報担当　☎（042）367-5654　E-mail  nouhosa@cc.tuat.ac.jp

申し込み先
本学携帯サイトの申し込みページ
http://daigakujc.jp/c.php?u=00146&I=03&c=00230
※PCからアクセス可
問い合わせ先
広報・社会貢献チーム　☎（042）367-5895

申し込み先
本学携帯サイトの申し込みページ
http://daigakujc.jp/c.php?u=00146&I=03&c=00227
※PCからアクセス可
問い合わせ先
工学部庶務係　☎（042）388-7003

問い合わせ先



平成22年度入学試験正解または解答例

一般入試前期日程

数　学
物　理
化　学
生　物
情　報（工学部）
英　語

一般入試後期日程

英　語
物理・数学（工学部）
化学・数学（工学部）

特別入試

■ 私費外国人留学生
　 日本語

■ 推薦入試Ⅰ・帰国子女（工学部）
　 小論文〔生命工学科、電気電子工学科、情報工学科を除く〕
　 　　　（本文19ページ参照）

記述式の問題については、解答例を示してあります。この解答例は、解答の一例です。
ここに示された解答例の他にも、いろいろな表現の仕方、記述の仕方がありえます。

入試科目別配点



�



− 1 −

− 3 −

− 2 −

− 4 − �

一般入試前期日程
数　学

＜　解　答　例　＞



− 1 −

− 3 −

− 2 −

− 4 −�

物　理

＜　解　答　例　＞



− 1 −

− 3 −

− 2 −

− 4 − �

化　学

＜　解　答　例　＞



− 5 −

− 1 − − 2 −

− 6 −

�

生　物

＜　解　答　例　＞



− 3 −

− 5 −

− 4 −

− 6 − �



− 1 −

− 3 −

− 2 −

− 4 −�

情　報

＜　解　答　例　＞



− 5 −

− 1 − − 2 − �

英　語

＜　解　答　例　＞



− 1 − − 2 −

− 1 − − 2 −�

一般入試後期日程
英　語

＜　解　答　例　＞

物理・数学

＜　解　答　例　＞



− 3 − − 4 −

− 5 − 10



− 1 −

− 3 −

− 2 −

− 4 −11

化学・数学

＜　解　答　例　＞



− 1 −

− 1 − 12

私費外国人留学生
日本語

＜　解　答　例　＞




